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東久留米地域ケア会議に参加報告（H24.11.18 門前自治

会）

平成24年11月18日(日)13:30〜15:30、東部地域センター1階会議室

にて開催されました。

東久留米地域ケア会議は、地域の情報共有を行い、介護状態にな

ることを予防し、住み慣れた地域でいつまでも暮らせる地域づく

りをしていくために開催されました。

参加者は、東部地域の自治会長、民生委員、見守り協力員、認知

症サポーター、社会福祉協議会、居宅介護支援事業所代表者、市

役所介護福祉保健師等が参加致しました。

門前自治会として、参加致し、大変有意義な会議でありましたの

で、多くの方に情報発信したいと思い、報告させて頂きます。

内容に関して、下記の3点について報告致します。

１．地域包括支援センターの事業説明

２．地域包括ケアシステムの流れ

３．自治会活動に関するアンケートについて（門前自治会の回答

のみ記載致します）。

詳細は、東部地域包括支援センターへ問い合わせ下さい。

・地域包括支援センター

の事業説明

総合相談事業

地域包括支援センターは65歳

以上の方の総合相談窓口で

す。4つの事業をしていま

す。電話による相談は24時間

受け付けております。私たち

が窓口にいない場合は、マザ

アスに転送されていますの

で、地域包括を呼び出して頂

ければ、折り返しお電話させ

て頂きます。他にも来所や訪

問をしています。

75歳の一人暮らし、高齢者世

帯の方に毎年、地区を決めて

回らせて頂いております。

介護予防事業

介護保険の要支援１、２のか

たのケアマネジャーを担当。

要介護１〜５のおもい方は、

居宅の事務所。本日来て頂い

ているマザアス氷川台などの

居宅さんが担当しています。

包括的継続的ケアマネジメント

事業

ケアマネの後方支援として包括

があります。ケアマネの質を維

持する為に、研修会や情報交換

会を開かせて頂いています。

権利擁護事業

高齢者虐待の対応

認知症の方への社会福祉協議会さん

と連携し、成年後見制度のご案内や

地域権利擁護事業をつないでいま

す。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

・高齢者を取り巻く社会

情勢

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

人口ピラミッドの表をご覧下

さい。理想的には、若い世代

が多く、高齢者が少ないのが

よいが、日本は、少子高齢化

になっています。

なぜ、そこが問題なのかと言

うと、そのスピードが速いの

が課題となっています。ス

ピードが速いので高齢者施策

が追いついていかないという

ことがあります。

社会保障費の推移のグラフを

ご覧下さい。税収が減ってい

るので、社会保障費と税収の

差が開いてきています。

以前は、９人が１人の高齢者

を支えていたが、肩車式に

なってしまう可能性があると

言われています。

単身の高齢者の数のグラフで

す。今までは、女性の一人暮

らしが多かったが、これから

は男性の高齢者の一人暮らし

が増えています。

また、認知症の高齢者が３０

０万人に達していると言われ

ています。介護保険を申請

し、物忘れはあるが、近くに

誰かが入れば自宅で暮らせる

程度の認知症の方からもっと

重い方までの値です。介護保

険を申請していない、認知症

の方もいますので、もっと多

くの方が認知症を発症してい

る可能性があります。

次に、死亡場所の推移のグラ

フです。１９８０年代から、

病院で亡くなる方が多くなっ

ています。現在、入院期間が

短くなっています。医療依存

度が高い方が、自宅に帰って

くることも多くなっており、

私たちにも相談が寄せられて

います。

東久留米で実現するのは、ま

だまだですが、在宅の医療の

拠点を作って看護師の資格者

や病院の相談員さんをおい

て、地域とのコーディネート

ができると、スムーズに端イ

ンできるのではないかという

施策が、国の方では始まろう

としているようです。

高齢者人口と認定率のグラフ

です。認定を受けている方

は、８０歳以上の方の認定率

が高くなっています。８０歳

代にかけて、介護予防が重要

になってきています。東久留

米市は、４月〜９月までの新

規認定者のグラフです。原因

疾患が、整形外科疾患が４

０%、中部や西部に比べると

高い。高齢者あんしん生活調

査でも坂が多いので、外に出

られない、バスのステップが

上がれないので外に出れない

といった話も聞いています。

介護保険法でも、国民の努力

義務としても、自分で健康増

進に努めましょうということ

と、たとえ、要介護状態に

なっても、維持向上に努めま

しょうと条文に書かれていま

す。

介護の担い手と介護職員の見

通しについてです。高齢者は

増えるのに、支えてである労

働力人口は減ってしまいま

す。必要な職員数を確保する

には、２００７年から１１

７％も最大で増やさないと行

けないと予想が出ており、介

護保険制度だけでは担えなく

なってくると考えられます。

・地域包括ケアシステムの流

れ

以上のことを踏まえて、地域

包括ケアシステムが考えられ

ています。３０分以内に駆け

つけられる地域に、医療・介

護・生活支援・介護予防に充

実して行きましょうと言われ

ています。介護予防として

は、体操教室に参加したり、

趣味活動をしたりと言ったこ

とですが、生活支援と言うと

ころが、住民の方同士でお手

伝いし合って、草むしりや電

球交換など、介護保険では出

来ないところをしあっていた

だくと、地域包括ケアシステ

ムがうまくいくのではないか

と言われています。

公助、共助、互助、自助とい

うのを御存知ですか？自ら介

護予防をして、それでも残念

ながら介護の手が必要になっ

た方が、ご近所の力を借りな

がら、また、共助の介護保険

を利用し、生活の質を保って

いくという考え方がありま

す。地域包括ケアシステムを

成功させるためには、互助、

自助が大切であると言われて

いますが、互助、自助はご自

分自身の生活の質に直結して

くる重要な部分になっている

と思っていただくことから、

地域包括ケアシステム（住み

慣れた地域で暮らし続ける為

に）が始まるのではないかと

考えています。

高齢者あんしん生活調査でア

ンケート調査をしたもので

す。７５歳以上の方が対象で

した。お元気な方が、まだま

だ多いということ、やはり電

球の取替え、家具の移動、庭

の手入れなど介護保険で出来

ない部分へのニーズもあるこ

とが分かりました。

来年度の事業に関しては、市

役所でも６５歳以上の方に元

気度アンケートを実施してい

る。介護予防が必要な方に

は、教室の案内が送られてき

ています。教室に参加してい

ただくと介護予防になります

ので、自治会員に周知してい

ただくと良いと思います。

認知症のサポーター養成講座

を積極的に開催されて頂いて

おります。自治会さんの方

に、開かせて頂ければありが

たいと思っています。フォ

ロー講座の開催もしていま

す。

整形外科患者が多いというこ

とで、金山町・上の原の方対

象に体操教室を開催していま

す。氷川台でも氷川台自治会

さんとコラボレーションさせ

ていただき、体操教室をして

頂いています。来年度は、浅

間町の自治会さんにご協力を

頂きたいと思っています。災

害の時にも、足腰が弱いとす

ぐに逃げられないなどありま

すので、介護予防につなげ、

逃げられるような足腰を作っ

て頂きたいと思っています。

見守り体制の充実についてで

すが、千葉県の「孤独死防止

のDVD」がありますので、自

治会さんで見たいという方は

おっしゃって下さい。

認知症がひどくなると、病院

に少し入院して頂き、また在

宅にという国の構想がありま

すので、参考資料として載せ

させて頂きました。

来年度、自治会さんと協力で

きればと思ったことをお話さ

せて頂きました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

自治会活動に関するアン

ケート

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

門１．高齢者の見守り活動を

されていますか？

・している ○

・これからする予定

・していない

問２．問１にて「見守り活動を

している」、「これからする予

定」とお答えされた方にお聞き

しています。どのような活動を

されていますか？具体的にお書

き下さい。

資源ゴミの回収を実施していま

すが、月に2回、チラシ配布、

ゴミ回収時、各家庭の玄関に訪

問し、各家庭の状況確認を行う

よう努力しています。資源ゴミ

の回収時、かならず一声挨拶を

して、在宅しているか確認して

います。又ポストの内に新聞、

郵便物が溜まってないか確認す

るようにしています。普段と異

なる場合、玄関より一声挨拶

し、顔の見える交流ができるよ

うに努力しています。

しかし、この程度の行動では充

分でないので今後の課題として

内容の充実を検討しています。

問３．自治会の中に体操教室

やラジオ体操など身体を動か

すプログラムがありますか？

・ある ○

・これから作る予定

・ない

問４．問３にて「ある」、「こ

れから作る予定」とお答え頂い

た方にお聞きします。どのよう

な活動をされていますか？具体

的にお書き下さい。

夏休みに１週間ラジオ体操ふれ

あい交流会を今年で４３年間実

施しています。しかし、これ以

外は、本人の自主的な取り組み

として、NHKラジオ体操を早朝

やって下さいと奨励していま

す。門前会（６５歳以上敬老

会）の方で定期的に歩け歩け運

動を行なっていますので、高齢

者の方は、月に２〜３回市内見

学を兼ねて歩いています。しか

し、高齢者にとって、皆様と一

緒に運動するのが一番継続し、

楽しく、元気に取り組むことが

できると思います。特に人間力

（病気を予防し、毎日、元気

に、明るく、楽しく年を取るこ

と）を向上するのに、運動をす

ることが大切と思っています。

問５．自治会活動に置かれまして、

高齢者に特化した内容の活動がござ

いましたら、お教え下さい。

最近始めたことですが、稲の種を配

布し、自宅でバケツの中で田んぼを

作って頂き、約７ヶ月かけてお米を

収穫して頂く、自然の恵みを通し

て、毎日お世話をすることにより、

生き甲斐を持って頂けるような行事

を行なっています。この行事は、今

後継続し、参加者の意見を聞いてよ

り良いものにして行きたいと思って

います。又家庭菜園セミナーを開催

し、自宅のお庭で野菜等を作って頂

き、旬の取り立て野菜等を食して頂

き、毎日、元気に、明るく、楽しく

生活して頂きたいと思っています。

問６．自治会に高齢者より相

談が寄せられることはありま

すか？

・ある ○

・ない

問７．問６にて「ある」と答え

られた方にお聞き致します。差

し支えない範囲で、相談内容を

お教え下さい。

�災害が発生した時、市の指定

区割り避難所が遠いので、近く

の避難所へ避難したいと思って

います。歩行が困難ですので、

近い方が安全に避難することが

できるので、改善又は見直しを

して下さい。特に高齢者は柔軟

に対応して下さい。

�高齢者は、お買物などに歩道

（道路）を使用していますが、

買い物カゴ等の中の品物等が取

られるので、歩道等に監視カメ

ラ等を設置して下さい。（個人

情報がないように対

策）�、�各自冶会と連携し、

推進したいと思います。
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